
 
 
 
 
 

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

 

お
待
た
せ
し
ま
し
た
、

宮
司
プ
レ
ス
第
百
五
号
の
発
行
で
す
。 

い
つ
も
、

五
ヶ
月
遅
れ
を
何
と
か
挽
回
（
ば
ん
か
い
）
し
よ
う

と
、
志
（
こ
こ
ろ
ざ
し
）
を
新
た
に
す
る
の
で
あ
り

ま
す
が
、
な
か
な
か
に
、「
有
言
実
行
」
は
、
難
（
か

た
）
い
の
で
あ
り
ま
す
。 

よ
う
や
く
梅
雨
明
け
で

す
。 

殊
（
こ
と
）
の
外
（
ほ
か
）
厳
し
い
暑
さ
の

夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。 

節
分
や
彼
岸
と
同
じ
雑

節
の
一
つ
で
す
が
、
立
春
、
立
夏
、
立
秋
、
立
冬
の

直
前
の
十
七
日
か
ら
十
九
日
間
が
、「
土
用
」
で
す
。

一
般
的
に
は
、
土
用
と
い
え
ば
、
夏
の
土
用
を
さ
す

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

今
年
の
夏
の
土
用
の
入
り

が
、
今
月
の
二
十
日
で
し
た
。 

今
年
は
、
十
二
支

（
じ
ゅ
う
に
し
）
の
並
び
に
よ
り
、「
土
用
丑
（
う

し
）」
の
日
」
が
、
二
度
あ
り
ま
す
。 

今
月
の
二

十
四
日
と
来
月
の
五
日
で
す
。 

夏
の
土
用
に
は
、

古
く
か
ら
梅
雨
明
け
後
に
生
活
用
品
を
虫
干
し
し
、

厳
し
い
暑
さ
の
た
め
、
食
べ
物
に
気
を
使
っ
て
養
生

（
よ
う
じ
ょ
う
）
す
る
な
ど
の
習
わ
し
が
あ
り
ま
し

た
。 

「
土
用
丑
の
日
」
に
は
、「
ウ
」
の
付
く
食

べ
物
を
食
べ
る
と
い
い
と
い
う
言
い
伝
え
が
ご
ざ

い
ま
す
。 

ビ
タ
ミ
ン
が
豊
富
で
精
が
付
く
鰻
（
う

な
ぎ
）
や
、
夏
が
旬
の
ウ
リ
（
ス
イ
カ
、
キ
ュ
ウ
リ
、

カ
ボ
チ
ャ
、
ト
ウ
ガ
ン
な
ど
）、
つ
る
つ
る
と
食
べ

や
す
い
う
ど
ん
、
食
欲
を
増
進
す
る
梅
干
し
な
ど
を

た
べ
た
そ
う
で
す
。 

鰻
を
食
べ
る
習
慣
は
、
讃
岐

（
さ
ぬ
き
）
の
国
出
身
の
江
戸
時
代
の
学
者
で
あ
る

平
賀
源
内
が
広
め
た
と
さ
れ
ま
す
が
、
諸
説
あ
る
よ

う
で
す
。 

そ
の
説
が
本
当
で
あ
れ
ば
、
讃
岐
の
出

身
で
あ
る
平
賀
が
、「
う
ど
ん
」
で
は
な
く
「
う
な

ぎ
」
を
広
め
た
こ
と
が
、
意
外
で
も
あ
り
ま
す
し
、

妙
（
み
ょ
う
）、
不
思
議
で
も
あ
り
ま
す
。 

鰻
は
、

稚
魚
（
ち
ぎ
ょ
）
が
激
減
し
、
高
騰
（
こ
う
と
う
））

が
続
い
て
い
ま
す
。 

「
う
な
ぎ
」
に
手
が
出
せ
な

い
方
は
、
二
回
目
の
「
土
用
牛
の
日
」
で
あ
る
来
月

の
五
日
は
、「
ウ
」
の
付
く
食
べ
物
を
お
食
べ
に
な

り
、
滋
養
強
壮
（
じ
よ
う
き
ょ
う
そ
う
）
に
お
つ
と

め
く
だ
さ
い
。 

◇
さ
て
、
今
年
は
、
終
戦
七
十
年
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
七
十
年
の
最
初
の
十
年
は
「
キ
ャ
ッ
チ 

ア
ッ

プ
（
追
い
付
く
こ
と
で
す
）」
の
期
間
だ
っ
た
そ
う

で
す
。 

実
は
、
戦
争
で
破
壊
さ
れ
た
の
は
、
工
場

や
鉄
道
、
住
宅
な
ど
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。 

読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
能
力
や
、
規
律
性

や
勤
勉
さ
な
ど
の
日
本
人
の
特
性
と
も
い
う
べ
き

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
、
破
壊
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。 

日
本
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
戦
（
い
く
さ
）
や
内
乱

の
な
い
平
和
な
時
代
、
ラ
テ
ン
語
で
平
和
を
意
味
す

る
「
パ
ク
ス
」、
日
本
を
意
味
す
る
「
ヤ
ポ
ニ
カ
」

で
、「
パ
ク
ス 

ヤ
ポ
ニ
カ
」
と
い
う
時
代
が
、
二

回
あ
り
ま
し
た
。 

平
安
時
代
か
ら
保
元
（
ほ
う
げ

ん
）
の
乱
ま
で
の
三
百
五
十
年
間
と
江
戸
時
代
の
二

百
五
十
年
間
で
す
。 

そ
の
二
回
目
の
「
パ
ク
ス 

ヤ
ポ
ニ
カ
」
で
あ
る
江
戸
時
代
に
、
前
述
し
た
卓
越

し
た
日
本
人
ら
し
さ
と
も
い
う
べ
き
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
が
培
わ
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

◇
元
禄
時
代
に
は
、
殺
戮
（
さ
つ
り
く
）
の
気
風
を

戒
め
て
、
け
ん
か
や
戦
（
い
く
さ
）
は
い
け
な
い
こ

と
だ
と
人
々
に
植
え
付
け
ま
し
た
。 

八
代
将
軍
吉

宗
の
享
保
年
間
に
は
、
江
戸
幕
府
の
三
大
改
革
と
い

わ
れ
る
「
享
保
の
改
革
」
が
な
さ
れ
て
、
社
会
秩
序

が
重
視
さ
れ
ま
し
た
。 

時
代
劇
は
チ
ャ
ン
バ
ラ
と

い
わ
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
実
際
に
は
江
戸
時
代
の
日

本
は
殺
人
事
件
が
少
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

◇
庶
民
に
も
読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
が
広
が
り
、
日
本

人
の
識
字
率
（
し
き
じ
り
つ
）
は
、
高
水
準
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。 

日
本
の
最
初
の
奇
跡
と
い
わ
れ

た
明
治
維
新
、
読
み
書
き
が
で
き
た
人
の
割
合
は
、

当
時
の
英
国
を
も
し
の
い
で
い
た
そ
う
で
す
。 

戦

争
中
に
生
徒
が
疎
開
す
る
と
き
、
ま
ず
持
っ
て
い
っ

た
の
は
教
科
書
、
敗
戦
直
後
の
食
料
や
家
が
な
く
て

も
、
学
校
に
は
通
わ
せ
ま
し
た
。 

日
本
人
の
特
性
、
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日
本
人
ら
し
さ
が
失
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。 

そ

し
て
、
そ
の
こ
と
が
、
良
質
な
労
働
力
に
つ
な
が
り
、

い
ち
は
や
く
経
済
が
回
復
し
、「
キ
ャ
ッ
チ 

ア
ッ

プ
」
し
た
の
で
す
。 

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
、
二

回
目
の
奇
跡
で
あ
る
、「
戦
後
復
興
」
を
成
し
遂
げ

る 原
動
力
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

作
家
で
経
済
評

論
家
の
堺
屋
太
一
さ
ん
は
、「
三
番
目
の
日
本
」
を

作
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 
一
番
目
は
、
明
治

時
代
の
目
指
し
た
「
強
い
日
本
」。 
二
番
目
は
、

戦
後
の
「
豊
か
な
日
本
」。 

三
番
目
は
、「
楽
し
い

日
本
」
に
す
る
と
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。 
そ
う
し

な
い
と
少
子
化
は
克
服
で
き
な
い
そ
う
で
す
。 

◇
こ
れ
か
ら
も
、
一
つ
一
つ
の
祭
典
を
真
心
こ
め
て

御
奉
仕
申
し
上
げ
な
が
ら
、
運
命
共
同
体
と
し
て
の

「
楽
し
い
地
域
社
会
」
が
築
い
て
い
け
る
よ
う
努
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

宮
司
プ
レ
ス
の
五
ヶ
月
遅

れ
の
挽
回
と
い
う
「
キ
ャ
ッ
チ 

ア
ッ
プ
」
が
、
出

来
な
い
状
態
で
す
。 

「
五
ヶ
月
遅
れ
の
挽
回
（
ば

ん
か
い
） 

毎
月
発
行
」
と
い
う
大
目
標
の
看
板
を

降
ろ
し
、
新
た
に
、
こ
れ
か
ら
先
の
「
毎
月
発
行
」

を
新
た
な
目
標
に
掲
げ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。 

目
指
す
は
、「
楽
し
い
宮
司
プ
レ
ス
」
で
す
。

ご
自
愛
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

◇
六
月
の
祭
典
行
事
報
告 

▼
月
次
祭 

＊
六
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
貴
布
禰
稲
荷
神
社
例
祭 

＊
六
月
九
日 

▼
海
士
郷
恵
比
寿
神
社
例
祭 

＊
六
月
十
日 

 
 

▼
朝
粥
会 

＊
六
月
二
十
一
日 

▼
大
祓
式 

＊
六
月
三
十
日 

 
 

 

◇
六
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
報
告 

 

▼
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

◆
維
蘇
志
会
六
月
例
会 

＊
六
月
五
日 

 
 

◆
早
起
会
総
会 

＊
六
月
七
日 

 

◆
岡
山
県
牛
窓
町
に
て
開
催
の
中
国
地
区
氏
子
青

年
会
研
修
会
に
維
蘇
志
会
会
員
八
名
と
共
に
、

参
加 

＊
六
月
二
十
日
～
二
十
二
日 

 
 

 
 
 

 

 
 

◆
茅
の
輪
（
ち
の
わ
）
奉
製
作
業 

 
 
 

＊
六
月
二
十
九
日
、
行
事
委
員
会 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◆
下
関
支
部
三
役
会 

＊
六
月
一
日 

 
 

◆
神
職
大
会
、
神
道
史
研
究
会
役
員
会
、
山
口
県

神
社
雅
楽
会
役
員
会 

＊
六
月
五
日 

 
 

◆
下
関
支
部
幹
事
会 

＊
六
月
八
日 

 
 

◆
北
九
州
神
職
会
親
睦
野
球
大
会 

 
 
 

＊
六
月
十
一
日 

 
 

◆
靖
国
神
社
参
拝
旅
行
団
打
合 

＊
六
月
十
六
日 

 
 

◆
靖
国
神
社
参
拝
旅
行 

 

＊
六
月
二
十
三
日
～
二
十
四
日 

 
 

 
 

◆
神
職
養
成
講
習
会
講
師
打
合
、
定
例

協 
 

議
員
会 

 
 
 

＊
六
月
二
十
六
日 

 
 

 

▼
教
誨
活
動 

※
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー 

 
 

◆
釈
放
前
指
導 

＊
六
月
十
七
日 

 

▼
人
権
擁
護
委
員
活
動 

 
 

◆
人
権
相
談 

＊
六
月
三
日 

 

▼
玄
洋
中
Ｃ
Ｓ 

 

◆
歓
送
迎
会 

＊
六
月
十
二
日 

 

▼
そ
の
他 

◆
経
友
会
総
会 

＊
六
月
十
三
日 

 
 

◆
宮
司
プ
レ
ス
第
百
四
号
発
行 

＊
六
月
三
十
日 


